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   ・ガールズ、ビー アンビシャス 

   “LS の SGH の活動がよく分かる！” 

    ～SGH 情報誌… 探究活動が満載!!～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           2015．10．17(土) SGH クラス内中間発表会＆運営指導委員会 

 

 

     ★実施の記録～7つの探究班の誕生物語～ 

     ★アドバイザーと共に探究活動を進めたら…!? 

     ★探究計画書は…『探究の要であり地図』 

     ★アクティブラーニング～ベストティーチャー賞をねらえ！～ 

     ★クラス内中間発表開催！ 

     ★GSLプロジェクト 20より 

           ～シスター・エヴァ～ 

 

 

 

 

 

 



★実施の記録～7つの探究班の誕生物語～ 

 平成 27年 4月、文科省より、スーパーグローバル 

ハイスクール SGHの指定を受けた本校は、グローバル 

サーバントリーダーの育成を目指して、LS コースのⅠ年 

生を対象に、課題解決型探究活動の実践を始めました。 

 4月 10日（金）の新入生合宿では、校内の合宿所で 

『SGH入門編』が開講。内容は・・・ 

  ①白百合学園がめざすグローバル人材とは何か。 

  ②課題解決型探究活動とは何か。 

  ③探究領域が５つ『環境・企業・食・医療福祉・教育』 

    となった理由。 

  ④GSLプロジェクトについて 

 4月の上旬は、探究活動の基本や留意点をふまえ、実際に論題設定とブラウジングを実施。この頃、常に 

持ち合わせていたバイブルは・・・ 

  『学びの技 14歳からの探究・論文・プレゼンテーション 玉川大学出版』でした。 

                           5月に入ると、『国際理解』の授業を担当している阿部和彦教頭 

                           先生による特別講義『ケイタイから見える世界と私達』を受講。 

                           いよいよ探究テーマの決定準備が始まり、お互いに今までの情             

報やデータを持ち寄り、似た内容どうしのグループを形成しつつ 

                           テーマの融合も行いました。5月の末、『探究計画書』を作成。 

                           探究の動機、目的、活動の分担、スケジュールを話し合いなが

ら、また、アドバイザーとの面談も予定に組み込みました。 

アドバイザーは、担当教員が紹介したり、また、探究班で話し合って決定し、交渉してみる、という場合もあ 

ります。更に、現場訪問を先に行いながら、現状を分析し、その過程でアドバイザーを決定する班もあり、どの

場合であっても、アドバイザーとの面談は、探究活動においてとても大切な時間になっていました。 

 7 月からはタブレットを一人一台活用。現実的に活動の幅が広がりました。アドバイザーとの連絡、探究班ご

との相談や打ち合わせ、更には・・・5教科の問題も使いたい放題！←これには少し評判が・・・（笑）。 

 そんなこんなで誕生した SGH一回生の探究班の一覧が以下です！ 

  

班 探究領域および探究テーマ アドバイザー及びご協力者 

１ 
教育 

『女子教育の進展のために何ができるか』 

内田教授(お茶の水女子大学元副学長) 

サンジブ氏(NPO 法人・理事長) 

２ 
医療福祉・食 

『災害時における弱者への援助体制について』 

石井教授(東北大学大学院医学系研究科) 

吉田教授(宮城大学看護学部) 

３ 
教育・企業・食 

『企業の海外進出における言語教育の問題点』 
安蒜氏((株)ダッシュ) 

４ 
環境・食 

『食品ロスの現状と貧困の子供たちを救うには』 

高澤教授(仙台白百合女子大学) 

各コンビニエンスストア 

５ 
医療福祉 

『高齢化社会の社会福祉の最善策』 

白川教授(仙台白百合女子大学) 

高齢者福祉施設等（仙台市内） 

６ 
教育 

『歴史認識を乗り越える～教育格差の改善～』 

望月教授(東洋英和女学院大学) 

勝間田准教授(東北大学大学院国際文化研究科) 

７ 
医療福祉 

『バナナから見るフィリピンの経済格差』 
小林氏((株)ｵﾙﾀｰ･ﾄﾚｰﾄﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ) 
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 ★アドバイザーと共に探究活動を進めたら…！？                 

 今回ご紹介するのは…1班と 3班です。まずは、『女子教育の進展のために何ができるか』をテーマに

活動している 1班は、お茶の水女子大学の教授で、元副学長の内田伸子先生をアドバイザーに迎え、女子

教育の歴史・現状を学びつつ、女子教育の良さを広く発信するために活動しています。最終目標は大震災で

倒壊したネパールの女子校再建に向けて何ができるかです。探究をすすめるうちつながりが増えてきました。 

 

                           7月 24日、本校で内田先生が『女性と男性の会話』 

～会話は性差別の再生産の装置か？～講演会を開催して 

下さり、その後、探究班と共に、『女子教育の歴史』と『ネパール

の教育背景』との接点を探りつつ、今後の計画を打ち合わせま

した。8月 31日（月）学園祭の代休の日ですが、お茶の水女子

大学の歴史資料館と図書館に調査に出かけました。すると・・・ 

お茶の水女子大学の室伏きみ子学長や副学長が待っておられ 

学長室で面談となって・・・生徒たちは探究活動の内容を報告。 

『みなさんに最大限協力します』と、学長の大激励をいただきま 

した。（学長室で緊張の一コマ。）室伏学長はガンの痛みの研 

究をしている現役の研究者です。そして学長の最後の一言は、 

『みなさん理系女子ですね。出会えてとても嬉しいです。大学は、 

是非、お茶の水女大学に来てくださいね！』でした。さぁ、どうする 

白百合生！お茶の水女子大学への進学は、すでに学長面接が 

済んだぞ！後は・・・勉強するだけだよね！? 

 そしてこの班のネパールへのアプローチは・・・仙台駅東口にあるネパール料理店でのランチから始まりまし

た。その店の名は・・・『カトマンドゥ』です。ランチをいただきながら、店主のサンジブさんからネパールの現在の

様子や支援についてお話が聞けました。なんと、サンジブさんは NPO法人『日本・ネパール文化交流クラ

ブ』の理事長であり、ネパールへの支援を幅広く行っている方だったのです！また、ここのお店のアルバイトの

方は東北学院大学の学生たちで、やはりネパールへの支援活動を実施しています。8月 3日に学院大学で 

                          の報告会に参加した生徒たちは、ネパールの現状をしっかり把握 

                          し、次につながる活動展開を考察した様子。そんな時、ネパール 

                          の大衆歌謡歌手であるスンダリミカさんのチャリティーコンサートを 

                          本校で開催することが決定しました。10月 31日開催します!! 

そこからどんな活動展開につながるのか・・・とても楽しみです。 

                          次は、『企業の海外進出における言語教育の問題点』に挑む

3班です。協力して下さるのは、台湾茶葉の輸入・販売を行ってい 

る（株）ダッシュ様（台湾名：久順）。年商 1億、自社農園・工場をもち、台湾茶葉の国内輸入シェア 25％を 

持つ企業です。探究のスタート地点は、『企業の問題を解決したいなら、企業の一社員となり、企業の製品を 

愛し、知り、研究することが大切』とご指導いただき、探究班は『白百合のお茶』の開発に取り組むことになりま 

した。また、企業様との面談を通し、食品の安全性について、特に、食品添加物やカフェインについて探究す 
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る宿題も渡されました。更に、『生きたお金の使い方を学ぶこと』という企業様のご提案により、開発した商品 

の価値と責任・原価計算から定価設定・販売とは何か等々の講義を受け、10月 17日に初めて、同窓会幹 

事会の場で販売することができました。 

 

 

 

 

 
 

 企業様に宿題の報告！          入念にテイスティング♪         様々な種類のお茶を探求 

 

 

          

 

          ラベルのデザインも生徒の自信作!! 

                 でもさぁ～寝坊して納期に遅れたよね～ 

 
評価シートを持って打ち合わせ                                 完成です！ 

さて、この 3 班、お茶を作って売って・・・それが終わりではないのです。そう、ようやく企業の一員になれた

に過ぎないのです。いよいよこれからが大切。今後、台湾の茶畑などを訪れつつ、どの様に探究活動を進め

るのか・・・皆様、どうか応援よろしくお願いします。（残る 5班の活動は次回に続きます。） 

 

★探究計画書は探究の要であり地図だよね！ 

                             この SGH の探究活動を進めるうえで、一番に重要視したとこ

とは・・・『探究計画書』でした。ちょっと前まで中学生だった生

徒たちに、突然『探究計画書を書きなさい。締切は●日です

よ』と伝えても、かなりのハードルがそこには存在します。そこ

で『探究計画書のモデル』を生徒に提示しました。 

このモデルは、高機能栄養食品を貧困地域に無料で届け

ているはっちゃん食品が、原油の高騰で支援活動ができな

い・・・それを知った白百合生が支援活動が続けられるように

計画を考える・・・といった内容です。生徒たちはこのモデルを

読み、自分達の活動ならこうなるだろう、こうしたい、という思

いを文章にし、お互いに内容を共有しながら、『探究計画書』

を作成。その後、複数の教員による添削指導を経て、各班独

自の探究計画書が完成しました。 

探究計画書の左ページ部分 
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★アクティブラーニング～ベストティーチャー賞をねらえ！～ 

 今回は『数学 A における協働的な学習』をテーマに、SGH を行っている LS コースの一年生対象に実施さ

れた授業の報告です。実施する単元は『数学 A 1 章 場合の数と確率』で、確率に関する問題を題材に、

互いに教え学び合う時間を共有することで、思考の過程を確認し、確実な理解へとつなげる授業でした。特

に、共有の場面では、グループで協力しつつ、生徒が先生として全体に授業する形式を取り、ビデオに収録。

実施後、自分たちで授業の様子を確認し合いながら、効果的な教授法になっているか、質問に的確に答え

ることが出来ているか、板書の状況は整理されているか等々、更にパワーアップを目指してチェックも厳しく取

り組んでいました。 

 

日時 探究プロセス 活動内容 

9/15 
(火) 

2 コマ 

課題設定 
情報収集 

数学 Aの 1章:場合の数と確率の授業終了後、演習課題として大問 18
題を提示。近くの 3～4人で 1つの班を形成し、全問を自分で解いてみて
から、お互いに協働して正解を求める。(正解・詳解は配布しない) 
また、班で発表する問題を決める。 

9/16 
(水) 

1 コマ 
整理・分析 

どの様な解き方が理解しやすいか、また余事象を使わない場合の解答
や、樹系図を活用した解答など、一つの問題に対し、視点を変えて、様々
な解法を考察し、更に発表スタイルを考える。質問に対しても、どれだけ的
確に適切に対処できるか、また、班員の役割を明確化し発表に備える。 

9/17 
(木) 

2 コマ 
 
 

まとめ 
表現 

班で解答・解説を黒板に板書し、代表者が解答までのプロセスを、以下
の点に注意して全体に向けて解説。 
・問題から読み取った、考察に活用する図を用いて的確に題意を解説。 
・題意をくみ取った数式表現を解説。 
・解答までの道筋を、順序立てて解説。 
・解答までたどり着いたなら、解説のどこにポイントがあったか説明。 
・別解がある場合、更に発表。その際、どの解法が最も有用かを説明。 
・質問を受け付け、その場で答える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想】 

 ・実際に自分自身で問題を解き、班のメンバーと答え合わせをしてみると、様々な間違いや計算ミスが分か

り、とても勉強になったし、皆で確認することで、自分の解法にあった不安が無くなった。 

 ・友達の発表に感動し、自分もその様な発表が出来るようになりたいと思った。 

 ・いかに普段、先生が苦労しているのかが分かったが、発表することで記憶が増すので、是非次回もトライし 

たい。 

 ・誰かに伝えることで、基本的な用語を正しく活用することができるようになった。本番、間違いに気付いた

が、落ち着いて対処できたので良かったと思う。 
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★クラス内中間発表開催！ 

 4 月から進めてきた本校の SGH プログラム『グローバル・サーバント―・リーダーの育成』は、9 月 12 日にク

ラス内での分かち合いを終え、運営指導委員の先生方（藤井千春先生：早稲田大学教授、大村昌枝先生：

宮城県国際化協会次長兼事業課長、中野裕弓先生：元世界銀行人事マネージャー・人事コンサルタント）

を招いて、10 月 17 日（土）に中間発表を開催しました。発表は 7 つの班ごとにそれぞれのテーマに沿って、

質疑応答を含めて 10 分で実施。各班、PPT を作成したり、チラシや資料を配布したりと、オリジナリティーあ

ふれるプレゼンテーションを展開しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回からの反省点を踏まえて、原稿修正、PPT作

成を皆で分担しながら試行錯誤して実施。本番では

依然としてアイコンタクトが十分でなかったり、面白味

に欠けていたり、流れがつかみにくかったりと、課題は

満載であるが、感想用紙からは前回よりも反応が良

かったことが分かり嬉しかった。11月にアドバイザーの

先生との面談がある。充実した時間になるよう、しっか

り準備したい。（A さん） 

今回はより効果的に密度の濃い発表ができたと

思う。課題は台本を見過ぎてしまうところと PPTの文

字の大きさ。次回までにしっかり作り直したい。弱者

の視点を忘れない、自分と弱者とのつながりを意識

するといった今まで私たちが重視してきたことを評価し

て頂き、とても嬉しかった。更に良く考え、つながりを

確認しながら次の活動へと歩み出したい。（H さん） 

直前になって様々な資料も増え、視点の追加もあっ

たが、今回は余裕を持って準備することができた。また

聴衆を意識して話すべきことを暗記し、ボディアクションも

充実させることができたのに、噛んでしまった。次回は克

服したい。他の班も昼休みや放課後にしっかり準備して

いただけあって、全体として落ち着いた発表だったと思

う。課題解決に向け今後の探究活動を頑張ろうと思っ

た。（M さん） 

発表は他者に見てもらってこそ、上達するという

ことを実感したし、情報は得ることも大切だが、情

報を整理し取捨選択しながらまとめることはもっと

大切であるということも痛感した。常に何が一番大

切な情報なのか、一番伝えたい情報は何かを班

員全員で考察しながら、今後の活動の道筋を明

らかにしようと思う。（S さん） 
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LS の生徒全員が、SGH の一回生である自覚と誇りを持ち、情熱と豊かな感性でプログラムに取り組んでい

る様子が伝わる 90分間ノンストップの報告会。最後に藤井先生より以下の講評をいただくことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さぁ、後半戦は台湾との関係という新たな視点を盛り込んで、テーマに沿ってさっそく探究開始です！ 

 

★GSLプロジェクト 20より～シスター・エヴァについて～ 

 このプロジェクトは、『本校が選定した 20 人のグローバル・サーバント・リーダーを広く一般の人々へ伝える報

告書を作成しよう！』という活動です。活動班は探究班とは異なるメンバーで構成されており、日本語で機関

紙を作成した後、多言語でも作成。特に小学生や中学生が多言語を学ぶ際の学習教材を目指します。 

 一人目は、本校とのなじみも深いフィリピンの外科医、シスター・エヴァです。彼女は私たちの学園の母体で

あるシャルトル聖パウロ修道女会のシスターであり、2005 年に本校で、フィリピンでの活動の様子を伝えてくだ

さいました。フィリピンにおいては国の最優秀外科医として表彰され、医療を通じて社会奉仕する活動に、多く

の賞賛が寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実は、当初の予定よりかなり遅れての発行となったのですが、いくつかの問題点は何とかクリアーし、2 人目、

3人目と現在作成中です。どうぞ楽しみにして下さい。 
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･全員が役割をもって発表する姿勢や、誰かのために

という視点、探究する中で、他人ごとではなく自分

とつながっていることなのだという理解、とてもよ

くまとめられていました。 

・今後も『これはおかしい、何とかしよう』というこ

とを考え続けるために、想像力を大切にしましょう。 

・質問し合うことであらたな視点が増えます。互いに

教え合う関係を築けると探究が深まりますよ。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

              

                 企画制作：SGH委員会 

 

 

 

 

 

 


